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銚子電力株式会社 



第 1 期事業報告書 

銚子電力株式会社 

自 平成 30 年 6 月 26 日  至 平成 31 年 3 月 31 日 

 

１ 株式会社の現況に関する事項 

⑴ 事業の経過及びその成果 

  銚子電力社の第 1 期業績は、売上高 140,624 千円、営業損失 9,415 千円、最終損失 9,737

千円となりました。 

売上面においては、事業開始から想定を上回る銚子市管理施設への電力供給を行い、好

調に推移した結果、予算比 169.2%で着地いたしました。 

  費用面においては、個人を中心とした低圧需要家獲得のための Web サイトリニューア

ルなどの広告宣伝費（200 万円）や高圧需要家獲得のためのインセンティブ報酬、人件費

の増加等の影響により、予算比 116.2%となりました。 

また、2019 年 4 月の低圧個人開始準備に伴う業務量の増大により、市内事業者を中心

とした高圧需要家獲得ペースの鈍化と再エネ事業の拡販体制が構築できなかった影響に

より、売上高営業利益率が比較的低い銚子市管理施設の売上高に対する割合が高まり、利

益率が低下した結果、営業損失 9,415 千円、最終損失 9,737 千円で着地いたしました。 

 

⑵ 資金調達等についての状況 

平成 30 年 11 月に銚子信用金庫より 2,000 万円、銚子商工信用組合より 2,000 万円の

借入をいたしました。 

 

⑶ 対処すべき課題 

 2019 年度は、銚子電力にとって、2020 年度の単年度黒字を達成する上で重要な年度で

あるため、電力事業では安定収益基盤を確立すべく、積極的な広告施策や販売代理店への

インセンティブ施策を行うことにより知名度及び申込みを当初予算に比べ増加させて参

ります。 

低圧については地道な告知活動をより強化し、高圧については紹介等人のつながりを

利用させて頂き、高圧電力の獲得を進めて参ります。 

並行して市外向け電気プランのリリースを行い、事業ドメインを拡大、収益源を多様化

いたします。これにより、銚子市及び銚子電力の知名度を更に向上させることで利益向上

を図ります。 

電力事業におけるパートナーシップとしては、銚子電鉄をはじめとし異業種での電力

プランの紹介や販売を行う事により、知名度部分ではなく各ビジネスにおける電力事業

の裏方として動くための取次業務も獲得を進めて参ります。 



銚子市内の発電所からの電力購入については、大型発電所および個人発電所からの購

入に向けて準備を進めて参ります。 

  また、電力事業のみならず、利益率の高い再エネ事業の強化に努めます。顧客に応じた

最適な太陽光発電システムを提案いたします。事業者向けには太陽光発電の自家消費シ

ステム、一般家庭向けには蓄電池と組み合わせたトータルソリューション等を提供いた

します。早期に実績を積むため、キャンペーン等を行う予定です。 

  業務面では、外部システムの導入を行い、一連の電力事業業務を効率化、安定化し、社

内リソースを営業活動へ振り分けていくとともに需要家が安心できる電力会社として努

めて参ります。 

 

⑷ 主要な借入先及び借入額 

借入先 借入残高 

銚子信用金庫 2,000 万円 

銚子商工信用組合 2,000 万円 

 

２ 株式に関する事項 

⑴ 株主の状況 

① 発行済株式総数 99,900 株 

② 株主の状況 

 名称 持株数 持株割合 

1 銚子市 49,950 株 50.0％ 

2 株式会社 Looop 33,966 株 34.0％ 

3 株式会社エックス都市研究所 9,990 株 10.0％ 

4 銚子信用金庫 2,997 株 3.0％ 

5 銚子商工信用組合 2,997 株 3.0％ 

 

3 会社役員に関する事項 

⑴ 役員に関する事項 

氏名 地位及び担当 重要な兼職の状況 

村上 英樹 代表取締役 － 

越川 信一 代表取締役 銚子市長 

永井 大介 取締役 － 

伊東 孝之 取締役 － 

信太 孝之 監査役 銚子市職員 

 



決　算　報　告　書

第 1 期

自 平成30年06月26日

至 平成31年03月31日

銚子電力株式会社



（単位：円）

貸借対照表
平成31年03月31日 現在

銚子電力株式会社

資産の部

科目 金額

【流動資産】 66,642,382

現金及び預金 43,194,389

売掛金 23,683,973

貸倒引当金 △236,000

未収入金 20

【固定資産】 1,002,060

有形固定資産 275,940

車両運搬具 275,940

無形固定資産 531,000

ソフトウェア 531,000

投資その他の資産 195,120

出資金 20,000

敷金 150,000

預託金 25,120

  

  

  

  

資産の部合計 67,644,442

負債の部

科目 金額

【流動負債】 27,391,806

買掛金 23,424,693

未払金 2,545,742

未払費用 1,163,185

預り金 198,186

未払法人税等 60,000

【固定負債】 40,000,000

長期借入金 40,000,000

負債の部合計 67,391,806

純資産の部

科目 金額

【株主資本】 252,636

資本金 9,990,000

利益剰余金 △9,737,364

その他利益剰余金 △9,737,364

繰越利益剰余金 △9,737,364

（うち当期純損失） △9,737,364

純資産の部合計 252,636

負債・純資産の部合計 67,644,442



（単位：円）

損益計算書

自 平成30年06月26日

至 平成31年03月31日

銚子電力株式会社

科目 金額

【売上高】

売上高 140,624,033 140,624,033

【売上原価】

仕入高 139,161,536

合計 139,161,536

売上総利益 1,462,497

【販売費及び一般管理費】 10,877,792

営業損失 △9,415,295

【営業外収益】

受取利息 135

雑収入 4,092 4,227

【営業外費用】

支払利息 266,296 266,296

経常損失 △9,677,364

【特別利益】

【特別損失】

税引前当期純損失 △9,677,364

法人税等 60,000

当期純損失 △9,737,364



（単位：円）

販売費及び一般管理費内訳書

自 平成30年06月26日

至 平成31年03月31日

銚子電力株式会社

科目 金額

【販売費及び一般管理費】

役員報酬 2,800,000

給料賃金 1,062,350

法定福利費 674,194

業務委託料 553,000

広告宣伝費 2,118,196

接待交際費 271,030

旅費交通費 274,720

通信費 138,788

修繕費 60,000

備品・消耗品費 974,382

リース料 100,224

地代家賃 113,650

租税公課 423,574

支払手数料 186,173

支払報酬 368,200

会議費 166,571

減価償却費 284,940

貸倒引当金繰入額 236,000

雑費 71,800

販売費及び一般管理費合計 10,877,792



（単位：円）

株主資本等変動計算書
自 平成30年06月26日

至 平成31年03月31日

銚子電力株式会社

株主資本

資本金 当期首残高 0

当期変動額 新株の発行 9,990,000

当期末残高 9,990,000

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 当期首残高 0

当期変動額 当期純利益 -9,737,364

当期末残高 -9,737,364

株主資本合計

当期首残高 0

当期変動額 252,636

当期末残高 252,636

純資産の部合計

当期首残高 0

当期変動額 252,636

当期末残高 252,636



個別注記表

自 平成30年06月26日

至 平成31年03月31日

銚子電力株式会社

  １．この計算書類は、「中小企業の会計に関する指針」によって作成しています。

  ２．重要な会計方針に係る事項に関する注記

      （１）固定資産の減価償却の方法

          ①有形固定資産

              定率法（ただし、平成１０年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く。）及び平成２８年

              ４月１日以降取得した建物附属設備並びに構築物については定額法）を採用しています。

          ②無形固定資産

              定額法を採用しています。

      （２）引当金の計上基準

          ①貸倒引当金

              債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権について法人税法の規定による法定繰入率

              （１，０００分の１０）により計上するほか、個々の債権の回収可能性を勘案して計上しています。

      （３）その他計算書類の作成のための基本となる重要事項

          ①消費税等の会計処理

              消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

  ３．貸借対照表に関する注記

      有形固定資産の減価償却累計額　                        ２８４千円

  ４．株主資本等変動計算書に関する注記

      （１）当該事業年度の末日における発行済株式の数            ９９，９００株

      （２）当該事業年度の末日における自己株式の数              　　 　　 ０株

  

                                                                                                以上



附属明細書 

 

1.有形固定資産及び無形固定資産の明細 

                                                   （単位：円） 

 資産の 

種類 

期首 

帳簿価額 

当期 

増加額 

当期 

減少額 

当期 

償却額 

期末 

帳簿価額 

減価償却

累計額 

有形固定資

産 

車両運搬具 0 

 

551,880 0 275,940 275,940 275,940 

無形固定資

産 

ソフトウェア 0 540,000 0 9,000 531,000 9,000 

 

 

2.引当金の明細 

                                                   （単位：円） 

科目 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 

貸倒引当金 0 236,000 0 236,000 

 



監 査 報 告 書 

 

私は、平成３０年６月２６日から平成３１年３月３１日までの第１期事業年度の事業報

告書、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、個別注記表及び附属明

細書を監査しました結果、適法かつ適正であることを認めます。 

 

 

令和元年５月８日 

 

銚子電力株式会社           

 

監査役 信 太 孝 之        


